
【５】 

今、子どもに伝えたいこと 

（自尊感情を育む） 
 

 

【学習資料】子どもの表情カード   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊子どもの表情カードは、学習の流れによって５枚でもよい。また、表情を変えることもできる。 

 

【学習のポイント】 

○子どもの表情から、日頃の言葉かけを手掛かりに、子どもの自尊感情を育むために保護者はど

のように関わっていくのかについて考える。 

○いじめに向かわない子どもを育てるために保護者同士が語り合い、共通理解と役割を考える。 
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【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入 ５ 

 

 

５ 

１ 本研修会のねらいや進

め方の説明をする。 

・話合いのルール確認  

 

 

２ 子どもの名前、学級、自

分の名前、今日の子どもの

表情をカードで紹介する。 

■本研修会のねらいや進め方

について説明する。 

・参加型学習の説明 

 

 

■今日の子どもの表情は「子

どもの表情」カードのどれで

したか。 

◆事前に４人グル

ープをつくってお

く。 

◆参加者同士の学

びの場であること

を説明する。 

◆「参加・尊重・

守秘」を板書して

おく。 

 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

３ 模造紙に展開例①②③

の作業をする。 

 

４ 「子どもの表情」カード

を子どものエネルギーの大

きい順に模造紙に並べる。 

 

 

５ 貼られた表情から、どん

な出来事があったかを考

え、ピンクの付箋に書く。 

 

 

 

６ 出来事を話しながら順

番に付箋を貼っていく。 

 

 

 

７ 日頃どんな「言葉かけ」

をしているかをブルーの付

箋に書く。 

 

 

 

 

８ 言葉かけの説明をしな

がら付箋を貼っていく。 

 

 

 

９ 自尊感情について理解

を深める。 

 

 

 

■展開例を参考に説明する。 

 

 

■グループで話し合いながら

子どものエネルギーの大きい

と思う順に縦に並べてくださ

い。 

 

■個人作業です。こんな顔を

していたら、学校や家庭でど

んな場面や出来事があったと

思いますか。考えて付箋に書

きましょう。時間は５分です。 

 

■グループで順番に説明をし

ながら、顔の横の上側に付箋

を貼っていってください。 

 

 

■個人作業です。ピンクの付

箋に書かれた場面の時、普段

どんな「言葉かけ」をしてい

ますか。ブルーの付箋に書き

ましょう。時間は５分です。 

 

 

■グループで順番に「出来事」

のピンク付箋の下に、ブルー

の「言葉かけ」の付箋を貼り

ましょう。 

 

●進行役が資料を用い子ども

の自尊感情の実態を紹介す

る。 

 

 

 

 

 

◆並べ方に正解が

ないことを伝える。 

 

 

 

←付箋を一人４枚

ずつ配る（ピンク）。 

◆出来事をできる

だけ具体的に書く。 

 

 

←展開例④の作業 

◆付箋が貼られに

くい場所もある。 

 

 

←付箋を 4枚ずつ 

配る（ブルー）。 

模造紙に展開例⑤

の作業をする。 

◆日頃、言ってい

る言葉で書く。 

 

←展開例⑥の作業 

◆同じ所に重なる

場合もある。 

 

 

←シール 3枚ずつ

と自尊感情の資料

を配る。 

「子どもの表情カード」を使って自己紹介をする 

 

１．子どもの表情から出来事や情況を考える 

 

２．自尊感情を育む言葉かけを考える 
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展開３ 

 

５ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

10 「言葉かけ」の欄から、

子どもの自尊感情を大切

にしていると思える言葉を

選ぶ。 

 

11 ギャラリーウォークで、

シールを貼っていく。 

 

 

 

12 これまでの活動を参考に

グループで話し合い、子ど

もに「今、伝えたいこと」

を考える。 

 

 

 

13 その場で順番に発表す

る。 

 

■グループで、貼られた付箋

の中から、子どもの自尊感情

を大切にしていると思える言

葉を選び、○をしましょう。 

 

■他のグループを回り、良い

と思う言葉かけの所にシール

を貼りましょう。 

 

 

■グループで、これまでの活

動を参考に、子どもの自尊感

情を育むため、「自分は大切

にされている」と感じられる

の「今、子どもに伝えたいこ

と」を考えて書きましょう。 

 

■各グループより、その場で

発表していただきます。 

 

◆みんなで相談す

る。一つもない場

合もある。 

 

 

←ギャラリーウォ

ークで他のグルー

プの活動を共有す

る。 

 

◆他のグループの

付けたシール評価

も参考にして話し

合い、花丸の欄に

書く。 

←展開例⑦の作業 

 

◆話合いで出た意

見も聞く。 

まとめ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14  ファシリテーターがまと

めをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15  ふりかえりシートに記入

する。 

■日頃の子どもの顔をどれく

らい見ているでしょうか。メ

ールやラインでは表情を知る

ことができません。 

■「いつも見守っている」こ

とや「大切に思っていること」

を子どもの顔を見て伝えるこ

とで、子どもの自尊感情は育

まれ、いじめに向かわない子

どもになっていくと思います。 

◆グループで考え

た「今、子どもに

伝えたいこと」と

自尊感情の関係を

整理しながらまと

める。 

◆きちんと顔を見

て思いを伝えるこ

とで「安心」する

など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自尊感情を育むために「今、伝えたいこと」を考える 
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【模造紙の展開例】

「学校・家庭での出来事」   

 「言葉かけ」 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

                                

                                   

表情 

③展開１で子どもの表情カードを並べる 

① 展開１で横線を引く 

（２段に使えるように） 

⑦展開３で「今、子どもに伝えたいこと」を書く 

 

 

ピンク 

 
ブルー 

ピンク 

④展開１で、上段にピンクの付箋に書いた「出来事」を貼る 

⑥展開２で、下段にブルーの付箋に書いた「言葉かけ」を貼る 

②展開１で、上段に「学校・家庭での出来事」と書く 

⑤展開２で、下段に「言葉かけ」と書く 

－２９－ 



【参考資料】 

■自尊
じ そ ん

感情
かんじょう

ってなに？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

■日本の子どもの自尊感情の状況は？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

■どうして自尊感情が低いの？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」の主な結果（％） 

  日 本 韓 国 アメリカ イギリス ドイツ フランス スウェーデン 

自分自身に満足 44.8  71.5  86.0  83.1  80.9  82.7  74.4  

自分には長所がある 68.9  75.0  93.1  89.6  92.3  91.4  73.5  

つまらない、やる気がで

ないと感じた 
76.9  64.5  49.0  55.2  44.7  44.4  55.7  

悲しいと感じた 72.8  62.6  50.1  56.4  42.8  46.6  54.8  

ゆううつだと感じた 77.9  63.2  41.0  45.6  36.9  38.6  42.1  

将来への希望 61.6  86.4  91.1  89.8  82.4  83.3  90.8  

親から愛されている 83.8  84.1  88.5  87.4  87.7  89.5  86.4  

自国のために役立つと思

うようなことをしたい 
54.5  43.2  42.4  40.6  49.7  44.8  53.7  

2014 年度版「子ども・若者白書」内閣府     

１ 周囲の大人からのメッセージ 

  ・言葉、態度による否定的メッセージの発信 

２ 子どもに対する期待 

  ・少子化による子どもへの期待増 

  ・子育ては親の責任というプレッシャー 

  ・幼いときは、親の期待にこたえよう 

  ・心が休まらない（心理的負担） 

３ その他 

  ・学校や家庭での居場所 

  ・子どもの人間関係（空気を読めよという言葉） 

▽たとえば・・・・ 

「テレビばっかり見
み

てないで早
はや

く

寝
ね

なさいよ！朝
あさ

、なかなか起
お

きな

いんだから！まったく、何度
な ん ど

言
い

っ

たらわかるの！」 

「自尊感情」とは、「自分がかけがえのない大事な存在だ」という気持ちのこと

で、自分を否定するのではなく肯定的に認め、自分らしさに自信を持ち、自分を

価値ある存在として尊重し、認めること。自分が大切にされた経験がなければ、

他人のことを大切にすることが難しいといわれている。 

（鳥取県人権施策基本方針―第２次改訂よりー） 
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